
Slot 1: 1.1 40
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Slot 2: 2.1 40
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Slot 2: 2.2 40
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Slot 3: 3.1 40

n,m a t, τ f(t)
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Slot 3: 3.2 40
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Slot 3: 3.3 電磁気学 (40分)

以下の問に答えよ．
(問 1)以下の (1), (2)の回路においてAB間の合成抵抗を求めよ．

(問 2)一様な電場E，磁束密度Bの中を速度 vで動く質量m，電
荷 qの荷電粒子について以下の問に答えよ．
(1) 荷電粒子にかかる力を求めよ．
(2) xyz 直交座標系において，電場と磁束密度がそれぞれ

(0, 0, Ez)，(0, 0, Bz)と書けるとき，荷電粒子の運動方程式を x, y, z 成分に分けて書け．ただし荷電粒子の速度は
(vx, vy, vz)とし，時刻を tとする．

(問 3)

(1) 太さを無視できる無限に長い直線状の導線に電流 Iが流れ
ているとき，導線から距離 rの位置における磁界Hの強
さを求めよ．また電流と磁界の向きを図示せよ．

(2) 半径 aの円を断面に持つ無限に長い直線状の導線に一様な
電流 Iが流れているとき，導線の中心から距離 rの位置に
おける磁界Hの強さを求めよ．

(問 4)

(1) ある閉回路を横切る磁束が，無限小の時間 dtの間に φ1から φ2に変化したときに，その回路に生じる誘導起電力の大きさを求めよ．
(2) 一様な磁束密度Bのもとで，半径 aの導体円環と円環中
心が抵抗値 Rの抵抗を介して下図のように接続され，さ
らに導体棒が円環中心と円環に接している．導体棒が円環
中心を回転中心として角速度 ωで回転するとき，抵抗に
流れる電流を求めよ．ただし，磁束密度Bと円環がある
平面は直交するとする．


